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保井コノの研究

石炭の研究

日本産石炭の組織の構造を顕微鏡的に観察して、石炭形成の原料となった物質が、現在石炭中において

如何なる状態にあるかを植物学的立場から観察しようとした。

1.採集された場所と石炭の種類

市
肌
砕
作
肌
中
前
四
雑

泌
第
五
一
什
間
十
一
丸
山
桝

研
究
に
使
用
し
た
る
材
料

l耳l
O 

な
の
観
察
し
ま
し
た
材
料
は
、
次
代
表
示
致
し
ま
す
場
路
か
ら
得
た
の
で
ご
ぎ
い
ま
す
。

、，

同fi"'J南京 (11問 問長問問[fiJfi"'J問問 問 問 耐 災 北 7:1<. 

坑

浦郡口 絡 同烏妓 I毎 所

;(f. 

洲!付麟 J~語 Jl!l'II孫麟滋 f也

同同撚舞大同悶尚三 [iiJ f1iJ日間同大量:!~立タ 会it
抗

m鈴)，.rt 烏 i也 尾 主t被占点張 4ヨ

羽大 ar 十終古H :ri IJ'闘力四高三長 本 yt 

八祇:fJ:腕ヨよ
y 

底
カ

日和1士 jミ尺 lミ 尺〆尺 y 尺江尺念 1否 名

問 問 問 問 問 問 問 問問同同問fi"')fiiJ問問問同 i屋 五I(

ヲ守

汐E Hi 

阿同同同向問問1.i"'~問問問 fiiJ 問問問 (fi] ~悶匁 H年

'一一ー・ ー一・

車己 車己 紀 fl(; 

官長同日問問袋三間停j三岡 l滋京同兵阿南 i1， 

主在

会主 !lJ- 生31蕊 111 賞者5 隊 ìif~ fjf 

;{J:. 

l際 l¥Li¥ l採 j際 i孫 E幕府 J~ i明 1也

向 長大潟大前 自 選 II!l期総平岡力11土沙問 BEi 

久泉 政 河 抗

([1 手守針草:守木取 同掛子山第 ~I' 子 名

穆淡

暦

1'; 

W;J問問問問問辺倒悶悶悶辺倒同盟締同 i尽 "u{ 

う守

*決 ;i)f決 m決 汐; t，n 

何匹;J[o，J fõ;J 問問問 tf~ 問問問問問炉j 同然ジ ~t 時

5三ラ-~ 三三

M 紀紀紀 代

YK-1024 1928年

「日本産石炭について」より

2.採集した炭鉱の炭層柱状層の一例

層の厚さは尺で示されている。この図は墨を保井が実験材料を採集した炭鉱の炭層を表したもので、

使って筆で、書かれている。保井の徹密な性格が現れている。

保井はここに掘られた立て坑をモッコに乗って降りてゆき、材料を採取した。石炭には炭化度の高い

一般に亜炭と呼ばれるものは低度の褐炭の別名でものから、無煙炭、涯青炭、褐炭などに分けられる。

日本の石炭は大体第三紀のもので、褐炭が多い。保井は第三紀の涯青炭、褐炭亜炭を材料に用ある。

いた。石炭の構成植物は、地質時代によって多種多様でらあるが、古生代では、隠花植物が優勢であり、

ヒカゲノカズラ類、トクサ類、シダ類、裸子植物などの植物が多く、中生代になると、シダ類や裸子植物

お茶の水女子大学ジェンダ一研究センタ一編集・発行

が優勢となり、新生代には被子植物が優勢となる。
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3.顕微鏡用の石炭材料の作り方

採集した石炭を適当な大きさに割り、石炭酸、フッ化水素、塩素ガス等を用いて、漂白したり、膨張

させたり、またその中に含まれている珪酸を取り去って石炭を柔らかくした後で、セロイジンに包埋する。

これをスライディング・ミクロトームを使って 2・10ミクロンの厚さに切断する涯青炭の多くは 5ミクロン以

上の厚さでは光を透しにくく、内部構造を明瞭に見られないこの操作には、初めから終わりまで、早く

て3週間、あるものは 5週間かかった。岩石学の研究に用いられるすり減らして薄くする方法は用いなかっ

。
た

4.スライデイング・ミクロトーム

下図の s(切片)の下部に切りたい試料をはさみ、しっかりネジで固定してから、万を手前に引いて切

片を作る.この切片を水で濡らした筆で取り上げてスライドグラス上に載せる。顕微鏡で見やすいように染

色したり、カナダバルサムで、覆って永久フ。レパラートを作る。

スライディング・ミクロトーム

セロイジン切片の切り 方 (原図)

左手で微動装置のノ、ンドル hを動か して試料台 z を高め，有手

の筆で包埋片と万 k をアノレコーノレて'i関ままし，万台 t を引けば切片

sが l枚切れる. f:万固定器 m:微動装置の日盟主 a: ラセン

軸.

切片はスライドグラス上に載せ、

顕微鏡で見やすいように染色し、

カナダパルサム、カバーグラスで覆って

永久プレパラートを作る。

YK-6012 1920(大正 9)年 コノ 40歳

[参考文献]

『顕微鏡標本の作り方」田中克己・浜清著 裳華房

昭和 42年第 7版 110頁より
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5.日本産石炭の構成とその生成過程について

石炭中の木材は炭化の度が進むと共に、その細胞壁は褐色になり、複屈折する能力を失い、細胞壁

中のセルロース質を失う。過マンガン酸カリと塩酸および、アンモニア水を用いる Miiuleの反応では、被子

植物の木化細胞と裸子植物のそれによって、著しい反応の差があり、両方の細胞壁を木化させる物質に

差異がある。石炭中に被子植物の材が少ないのは、わが国の石炭構成要素の堆積した主要な時期には

森林を形成する主要植物が裸子植物で、あったので、あろうと考える。日本産石炭では、ほとんど例外なくそ

の組織中にスペリン組織〔細胞壁のコルク化が起こる場合壁中にスペリンが堆積する〕が存在する。石炭

を構成している植物の組織と類似の組織をもっ現生の植物を比較して、石炭生成の植物をきめた。その主

要なものは次の通りである。

(1) Cupresscxylon nagakudiense， Yasui 

現在日本に生存するスギに非常によく似た木の木材、あるいはスギそのものの木材と考えられる。

(2) Cupresscxylon kozojiense， Yasui 

前種によく似た木材で、ビヤクシン属の有るものに近い植物の材と考えられる。

(3) Sequioixylon hodoensιYasui 

これはアメリカの太平洋沿岸にのみ現存する二種の Sequoia属植物中 Sequoiasempervirensという

材に非常によく似た材で、これと同じ植物は現在日本に存在しないが亜炭中には非常に沢山出現す

るので、日本の第三紀時代にはこの植物の大森林があったと考えられる。

(4) Sequioxylon miyagienseラ Yasui

前種とよく似た木材であるが、相違点があるので別種にした。

σ) Pinites F吋ii，Yasui 

わが国に現存するマツ属植物で、は、このような球果を持つマツは見当たらないが、第三紀には生存し

ていたとおもわれる。

(6) Polytrichites aichiense， Yasui 

これはスギゴケに似た蘇類である。石炭の成因に関してミズゴケを多量に含むツンドラのようなもの

から構成されると言う説もあるので、保井はこの研究中に、ミズゴケが見出されないかと十分に注意

したが、一回もその特徴を備えた組織を観察しなかった。
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20世紀初期の細胞学と遺伝学研究

保井の研究分野の背景となる細胞学と遺伝学の歴史を振り返ると、 1830年代に顕微鏡が完成され、これと

相倹ってミクロトームが開発され、厚さ何ミクロンという薄い連続切片を得ることができるようになり、更に適当

な試薬を用いることにより、核や細胞内の諸部分を選択的に染色して、そこにある物質の性質を調べることによ

り、細胞や組織の研究が急速に発達した。これらの新技術により、 1870年以降には細胞分裂が観察され、そ

の中で染色体が重要な役割を担うことがわかってきた。 1870・80年代にはドイツの 2人の生物学者ラストラスブ

ルガー (Strasburger，E.)とフレミング(Flemming，W.)により、核分裂の全段階が解明されるようになり、 1880年

以降動物ならびに植物における有糸核分裂、染色体の数や形状について、おびただしい数の研究成果が発表

された。こうして細胞の構造やその働きが判ってくるにつれて、生物学の諸問題のあらゆる機能は細胞的な基

盤を持っているとされた。そこで細胞それ自体の生命に関する研究は 1900年代に入ってからは細胞学という

一つの独立した分野となった。また遺伝学の分野では次のような動きがあった。

1900 メンデリズムの再発見。

1902 ド.フリース (DeVries，H.):突然変異説。マツヨイグサで突然変異を見る。

サットン (Sutton，W.S.):相同染色体はおのおのの両親に由来する。

1909 ヨハンゼン (Johansen，W.L.):遺伝単位を仮定し、ジーン (gen，gene)という名称を提唱。

コレンス (Correns，C.E.) :斑入りの遺伝(細胞質遺伝)発見

1910 モーガン (Morgan，T.H.) :ショウジョウバエの突然変異発見。

ショウジョウバエを用いた遺伝学の研究が始まる。交叉の仮説。

1918 マラー (Muller，H.J.) :ショウジョウバエに X線を照射して人工的に突然変異を起こした。

1923 木原均と小野和夫:被子植物(スイバ)の性染色体発見。

1926 モーガン:遺伝子説発表

1933 ぺインター (Painter，T.S.) :染色体の構造の変化と遺伝形質の変化の関係を明らかにした。

ぺインタ一、ハイツ (HeitzラEよパウアー (Bauer，H.)が、独立にショウジョウバエの唾線染色体を発見。

モーガン:ノーベル医学生理学賞。染色体の遺伝機能の発見。

1941 ビ一ドル (Beadle，G.W.)とティータム (Tatum，E.Lよアカパンカビを用いて遺伝生化学の研究を開始。

1944 アペリー (AveryラO工):DNAの設計図機能を発見。

1945 ビ一ドル:一遺伝子一酵素説。

1946 マラー:ノーベル医学、生理学賞。X線による人工突然変異の研究。

1953 ワトソンとクリック (WatsonラJ.D.& CrickラF.H.C.): DNAの二重ラセン構造モデ、ル提唱。

保井はちょうどこの頃生物学の研究にとりかかり、植物の形態学、発生学、細胞学、遺伝学に関わる事とな

る。特に 1929年の「キトロギア』発刊後は、その編集の仕事に携わることとなり、内外の論文の査読をする立

場から相当の勉強をしたであろうと推察される。そして其の中から自分のテーマを選び¥実験をしたと考えられ

る。晩年保井は「結局私は植物の系統学を追ったと思う」と言っている。
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国際細胞学雑誌『キト口ギアJICytologia 

実業家和田豊治氏がご両親の記念のために作り、社会事業を援助してきた和田薫幸会から、同氏の甥にあ

たる和田文吾を通して援助金の話が藤井健次郎に伝えられた。藤井は丁度細胞遺伝学に関する機関誌を持

ち、自分の研究室の成果ばかりでなく、広く同学の人々にも利用させ、そしてそれは我が国のほか、世界中の同

好の人達にも利用され得るものが欲しいと考えていたので、この基金で細胞学に関する学術雑誌『キトロギア』

を1929年発刊することになった。保井は藤井、篠遠喜人、和田文吾、田中信徳らを助けて病いに倒れるま

で、編集、印刷、庶務会計に携わった。印刷所は笠井重治氏の経営で、本刷りの前には以上の方々が出向いて、

丁寧に夜遅くまで校正をした。保井が病床についてから、田中信徳氏が庶務会計を変わろうと申し出たが、私

がやるといってなかなか譲らなかった。『キトロギア』は格調が高く、研究者の中では『キトロギア』に論文が掲

載されることは、誇りで、あったO
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Kihara， H.， Conjugation of Homologous Chromosomes in the Genus Hybrids 
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CONTENTS INHALT MATIERES 
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Pagina 
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保井コノの研究保井コノ資料目録

保井コノのノートより

保井は勉強家で若い時からいろいろの講演会に出席していた.これは 1943年 3月に行われたもので、あるが、

当時の最新の知識であり、克明に記録してあるので科学史上の興味もあり記録する。

保井はここに 20/III/2603と書いているが、これは当時 1940年(昭和 15年)を紀元 2600年と呼んで、いたの

でその影響である。

-文部省第三回学術綜合講演会

八木秀次発明研究の三型第一日

七徳島一一一
東大教授特殊合金の研究について第二日

湯川秀樹(ノーベル賞に成った論文のこと)量子力学から素粒子論ヘ口
υ一一一

第

加藤豊二郎航空医学における鞠近の進歩第四日

小池丑秀陸軍行政本部，技術部長陸軍中将兵器研究の趨勢について第五日

仁科芳雄元素・人工変換・其の応用第六日

YK-3406 

ノート (1942""43年)
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-戦後の細胞談話会の記録

28/XI/l953 

細胞談話会

石田寿老氏

細胞構造と 2-4-ジニトロフェノール

の効果

YK-3405 

手|脹(1953"" 54年)
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保井コノ資料目録 保井コノを支援した研究者たち

保井コノを支援した研究者たち

岩川友太郎 (1855-1933)

動物学者。東京外国語学校、東京開成学校予科を経て、東京大学理科大

学生物学科ヘ進み、モースに師事。東京帝国大学理科大学動物学科卒業(1881)。

貝類研究に取り組み、日本貝類学の道を拓いた。日本最初の生物学英和対訳辞典

「生物学語禄」や初の採集法のハンドブックともいうべき「動植物採集標本製作法」

を出版した。女子高等師範学校教授(1898・1925)。この頃の学生は大学入学の頃

には英語、独語などの外国語を習得しており、外国人の講義を受けるのに支障は

なかった。

三宅膜ー (1876-1964)

同志社理科学校大学部卒業(1896)、東京帝国大学理科大学植物学科選科終

了(1899)。細胞学、生理学、海藻学、遺伝学を研究。若年にして米国コーネル大学

に学び(1900)、後にドイツのボン大学で、シュトラスブルガーに師事し(1902)、細胞

分裂の研究にたずさわる。アサガオの研究を進め、これを世界に紹介した。東京

帝国大学農学部教授(1932・37)

矢部吉禎 (1876-1931) 

東京帝国大学理科大学植物学科卒業(1900)。植物学者。清朝政府の招き

により、北京大学師範館教習として北京に入る(1904)。河北省の小五台山、山西

省の五台山、北京近くの山々に登り植物を採集。また南満州を旅行し『南満州見

聞録JJIi清国植物漫録』を発表。植物分類学の講師として、東京女子高等師範学

校に勤務(1910・1929)、保井の先輩として働く。

藤井健次郎 (1866-1952)

東京帝国大学理科大学植物学科卒業(1892)。欧州留学(1901)、ドイツでは

シュトラスブルガーに植物細胞学、ゲーベルの許で、植物形態学を学び(ここで英

国人ストーブス女史に会う)、イギリスでは、オリバ、スコット、ワイスらに植物解

剖学、植物化石学を修めた。東京帝国大学教授(1911-27)。細胞遺伝学者。日

本最初の「遺伝学講座」を担当。日本の細胞学、遺伝学の発展の基礎を築いた。

1927年「キトロギア』創刊。編集主幹となる。
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保井コノ資料目録 保井コノを支援した研究者たち

吹田勇 (1913-1984)

東京帝国大学理学部植物学科卒業(1936)。細胞遺伝学講座の助手。花粉培養により花粉管の趨化性、

管内における雄核の有糸核分裂を位相差顕微鏡で生体観察した コルヒチン、アセナフテン等の核分裂に及

ぼす影響、広島、長崎の原爆によるムラサキツユクサの変異など多くの研究結果を、『キトロギア』や『植物

学雑誌』に発表している。

木原 均 (1893-1 986) 

北海道帝国大学農学部卒業(1918)。京都大学教授。国立遺伝学研究所所長。

財団法人木原生物研究所を創立。文化勲章受賞。遺伝学者。

篠遠喜人 (1895-1997)

東京帝国大学理学部植物学科卒業(1920)。遺伝学者。キトロギア主幹(U"キトロギア』創刊の時、藤井

健次郎を助けて、どのような雑誌にするかを検討した)。東京帝国大学教授。国際基督教大学学長。カリフ

オルニア国際大学名誉教授。紫綬褒章受賞。

和田文吾 (1900-1 988) 

東京帝国大学理学部植物学科卒業(1925)。東京大学教授(1961)。藤井健次郎の弟子(藤井の後の講

座を引継ぐ)0u"キトロギア』の編集に携わる。細胞学、遺伝学者。

田中信徳 (1910-1996)

東京帝国大学理学部植物学科卒業(1935)。東京大学教授(1961-71)。藤井健次郎の弟子(和田文吾の

後の講座を引継ぐ )0u"キトロギア』の編集・事務に携わる。細胞学、遺伝学者。

(三木寿子記)
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